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中部支部

日時:平成 2 年 3 月 20 日(火)

場所:中部品質管理協会 第 i 研修室

1. 平成元年度事業報告

(1) 総会

1989年度総会は 1989年 3 月 18 日(土)，中部品質管理協

会第 1 研修室において開催され，下記事項について審議

承認された.

① 1988年度事業報告

② 1988年度決算報告

③ 1989年度事業計画

④ 1989年度予算

⑤ 1989-1990年度役員選出

⑥ その他

(2) 運営委員会

日時: 1990年 3 月 20 日(火) 11 :00-12:00 

場所:中部品質管理協会 第 l 研修室

題目:① 1990年度総会議案の件

② その他

(3) 幹事会

1) 日時: 1989年 4 月 28 日(金) 17:30-18:30 

場所:中部品質管理協会第 l 研修室

題目:①新旧幹事の引継ぎ

② 1989年度の事業計画について

③ 会員の拡大について

④ 中部支部の趣意書改訂について

⑤ その他

2) 日時: 1990年 l 月初日(土) 12:00-13: 20 

場所:中部品質管理協会 第 2 研修室

題目:① 1990年総会議案について

② 1990-1991年度役員選出について

③ 支部研究発表会の準備について

(4) 支部研究発表会(第 16回)
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日時: 1989年 3 月 18 日(土) 13:30-17:10 

場所:中部品質管理協会 第 l 研修室

参加者: 36名

発表テーマ:

|発表者
Hotel OverbookinlZ 
Problems 邑 |石垣智徳(南山大)

ア ーマ

多目標を考慮した生産計画立案!永田英稔(名工大)
に関する研究 |田村隆善(名工大)

自動車生産システムの最適制御|
に関する研究 |小谷純也(名工大)

回線交換網における分散適応型|
経路選択アルゴリズムに関する|西川直希(名工大)
研究 | 

gj訟川pe の山 |富田晃制名工大)

フィードパックのある待ち行列|福井栄一(名工大)
について | 

....... '/ , ... :~、 ,,__ .', -" 1 本告光男，酒井茂之
正会与2長血乱設定ろじそヨ〆|渥美康幸，山内健太郎

|井川敦(愛工大)

乗用車の腐食プロセス
|本告光男 山田富雄
安藤寿明，村谷耕治

(愛工大)
|本告光男，渡辺益幸

AHPによる学生食堂の評価 |長谷川聖二，藤城直彦
| (愛工大)

心理学領域における FUZ ZY 1 

集合の取扱と課題一一文献的研|小田哲久(愛工大)
究一

(5) 研究会

月/日! テー工寸発表者|参加者
4/2いんぱん方式の今後 |小谷重徳(トヨタ )1 10名

6/17 1 コンピュータの信頼性 |尾崎俊治(広大) 1 17名

9 /2拐誌面j システム|安井一民(愛工大 )1 16名
|①アメリカのORの話題|玉置光司(愛知大 )1

11/17問主主?伝広言亀議|中田友一(中京大 ;1 16名

11201新日鉄の、ンミユレーシヨ|金子博美 | 名
/1ン活用事例について 新日鉄情報 )l 官

2/171ファジィ環境における多|矢野均 | 名
/ |目的意思決定手法 1 (市立女子短大 )l 官
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(6) 中部支部講演会

日時: 1989年 7 月 22 日(土) 13: 30-15: 30 

場所:ホテルザンルート名古屋「藤の間J

テーマ: Security Aspect of Optimal Capital 

Growth Models with Minimum Expected 

Time Criteria 

発表者: William T. Ziemba (University of 

British Columbia) 

参加者: 8 名

(7) 定例講演会

日時: 1989年 12月 2 日(土) 14.:00-16:30 

場所:中京大学会議棟中会議室

テーマ:大規模確率システムの数値解析

発表者:高橋幸雄(東北大)

参加者: 18名

(8) 工場見学会

日時: 1989年 11 月 17 日(金) 13:00-14:00 

場所:セイコーエプソン紛広丘事業所

参加者: 16名

(9) 刊行物

1. 支部ニュース( 9 回)

2. 第16回支部研究発表会アブストラクト集

2. 平成元年度収支計算報告

1989年 3 月 1 日 -1990年 2 月 28 日

(円)

科

(収入の部)
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筒
ス
封
ブ

会
礼
'
ア
費

事
謝
料
'
通

幹
'
託
案
交

'
費
委
代
料
議
ト
者

ω
ω

会
場
務
紙
送
会
ク
演
一
+

総
会
事
用
郵
総
ラ
講

ω
ω

n
U

勺t

ハ
U

〆
O
A
U

ハ
U
n
u

一
代
喝J

一
司
4

必
“z
o
o

n
u
q
4
n
y
q
J
n
u
n
v

一
民
ノ
一

a
u
n
u

弓I

6
5
4
6
3
0

一
5

一
7
4
3

0
。

f
o
n

ツ

q
r
-
A
“I
n
u
-
-
-

一
・
1
9
3
0
0

'
L
K

ノ

q
3
n
E
q
J

‘
i

一
一A
守
一

η
4

・
l

I
l
l
-
5

一
ム
&

0
0
0
0
0
0
4

一

4

一

4
4

。

ハ
u
n
u
n
v
n
u
n
u
n
u
n
U

一
ハ
U

一
《
U

ハU

ハ
u
n
U

ハ
U
n
u
n
u
n
u
n
u

一
ハ
U

一

A
T

必
守

F
D
2
0
5
G
n
u
-

一
3

一

3
3

η
L
q
J
R
J
7
t
q
J
q
ι

←
q
J

一
q
l
'
i

l
l
l

一
5

一
A

費
費
費
費
費
費
費
一
計
一
高
金
金

会
通
一
一
誠
越
越

議

i

務
信
刷
交
備
一
一
軒
繰
繰

E

費
一
一
齢
期
期

会
講
事
通
印
旅
予
一

A口
当
前
次

ω
一
一
切
川
判
例

1990 年 9 月号

3. 平成 2 年度事業計画

支 部 総 会 回

運営委員会 2-3 回

幹 事 ぷZ与三Z 数 回

支部研究発表会 回

OR学会定例講演会 回

支部講演会 1-2 回

事例研究発表会 回

研 究 2Z三~ 数 回

見 A寸'4ー 会 1-2 回

支部ニュースの刊行 12 回

4. 平成 2 年度収支予算

(円)

科 |金額
(収入の部)

前期繰越金 ム 8， 378

本部交付金 486, 000 

講演会突付金 28, 000 

手リ ，息 1, 000 

ノ口』 三十 506, 622 

(支出の部)

ZJミ'>.. 議 費 20, 000 

講 演 JZb三Z陣 費 32, 000 

事 務 費 140, 000 

通 信 費 180, 000 

印 fi6U 費 114, 000 

旅費交通費 20, 000 

予 備 費 622 

合計 506， 622

5. 支都役員

支部長 日比野康文(愛知学院大学)

副支部長 国中庸平(中部電力)

運営委員 安達公一(名古屋工業大学)，飯田次生(日

本ガイシ)，優本久徳(中部電力)，大野勝久(名古屋工業

大学)，小谷重徳(トヨタ自動車)，沢木勝茂(南山大学)，

辻紘良(豊田中央研究所)，中川単夫(愛知工業大学)，

中田友一(中京大学)，吉野玄一(勤労市民生協)

監 事岩田怜(名鉄コンピュータサービス)，小

和凶 IE( 名古屋工業大学)

幹 事岡本金義(中部品質管理協会)，奥村浩

(名鉄コンピュータサービス)，古川 孝(中部電力)，後

藤邦夫(南山大学)，玉置光司(愛知大学)

顧 問小野勝次(名古屋大学名誉教授)
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東北支部

日時:平成 2 年 5 月 10 日(木)

場所:東北電力新館 5 階会議室

1. 平成元年度事業報告

(1) 総会

平成元年 5 月 9 日(火) 14時30分より東北電力会議

室において開催し，下記議案について審議し，承認さ

れた.

① 昭和63年年度事業報告ならびに決算報告

② 平成元年度事業計画案ならびに予算案

③ 支部役員の交替について

(2) 運営委員会

・平成元年 5 月 9 日(火) :総会提出議案について審

議した.

(3) 幹事会

・平成元年 5 月 9 日(火い平成元年度総会提出議案

ならびに同運営委員会の提出議案について検討し

Tこ.

(4) 講演会

・平成元年 5 月 9 日(火)総会終了後，同会場にお

いて開催した.

講師:東北大学経済学部教授高橋幸雄

演題:地域情報化の戦略

(5) 研究会

延回数|期日・時間1 Ji!ð-所|講師円二1翌日
第53回111/10け川仙台市|東北大学|マーヶティ 117名

16:トl東北電力|経済学部li品切
げヴO 会議室 |古川一郎|プ

第54回 1 1仰(水) I仙台市 東北大学|組織の活性118名
16:00- 東北電力 経済学部|化と成長

17:30 I会議室|高橋伸夫

第55回13/8 (木) I仙台市 開t大学 l確率モデノレ 128名
16:00- 東北電力| 経済学部|の研究とそ

17:30 1会議室 | 教授 |の応用
| |高橋幸雄|

(6) 懇親会

平成元年 5 月 9 日(火)総会終了後開催(参加者22

名)

(7) 会員の状況

会員74名
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賛助会員 6 社(東北電力， NTT東北支社，通研電

気工業，東北コンピュータ・サービ

ス，東北文理学園，東北システムズ

・サポート)

2. 平成元年度収支計算報告

(1) 貸借対照表

平成 2 年 2 月 28日現在 (円)

借 方|貸方
科

預貯金

目|金額 l 科 目|金額

I 4, 775 I 前期繰越金 i 39442 

|当期運営残高 ム 34， 667

メ斗
口 計 1--~:~~5l合 許!一一三五

(2) 収支計算書

平成元年 3 月 l 日~平成 2 年 2 月 28 日 (円)

科目!予算|決算|備 考

(収入の部)

lzb=z h 議 費 80, 0001 89, 300 総幹事会，会運他営委員会，

講演会費 40, 000 29, 789 講演会

研究会費 150, 000 149, 065 OR研究会( 3 回)

印 席リ 費 2, 000 。総録会他資料， 総会議事

通 費 15, 000 25 , 756 はがき，切手代

交 通 費 50， 000 45, 090 支部長会議交通費

1軒 務 費 3, 000 0 事務用品

予備費1 3, 70001 

(2)支出合計刊|34ω仏3丸，叫 339玖州，0∞O

伶ω)当期運営残高iドム引件川6何74i 州2)
(帥4)前期繰越金判i 州4 州4
(伺5め)次期繰越金到i 04[ 4引7吋 (3め)+(仏4)

3. 平成 2 年度事業計画

(1) 総会 1 回開催

(2) 運営委員会 随時開催

(3) 幹事会 " 
(4) 講演会 2 回程度開催(企業団体等との共

催を含む)
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(5) 研究会 4 回程度開催(研究成果発表，素 久(東北大学)，福山年昭(東北コンビュータ・サーピス)

材提供および自由討議等による研 監 事千葉雅保(東北文理学園)，関田康慶(東北

究) 大学)

(6) OR普及活動大学，企業，団体など各職場の実 幹事長武藤滋夫(東北大学)

情にあった普及活動を積極的に行 幹 事神正照(東北工業大学)，田中光美(東北

なう. 地方建設局)，鈴木康彦(神島大学)，瀬戸口良三(帝京大

(η 会員増強 上記活動，その他を通じて， O R  

学会への入会歓誘を行なう.

会員の親睦を図るための行事を l

回程度行なう

4. 平成 2 年度収支予算

(8) 親睦行事

同
一
考(収入)

前期繰越金

2251 25恥 3刃3 

合計 I 3仰
(支出)川

会議費 80， 0001 80, 0001 01 総会，運営委員uv, vvvi uv, vvvl vi 会，幹事会

講演会費1 20, 0001 40, 0001 ム 20， 00似講師謝礼，旅費

研究会費1 140, 0001 150, 0001ム 10， 000: 講師謝礼等

印刷費 2， 0001 2, 0001 01 総会資料他

通信費1 20, 000; 15, 0001 5, 0001 ハガキ，切手代

交通費1 45， 0吋叫 0001ム丸 000: 高部長会議旅費

事務費1 2， 0吋 3, 0001.6. 1, ooo! 事務用品，消耗"-, VVVj J , vvvl L.::. 1 , VVVI 品他

予備費 01 3 ， 7001ム 3， 70q

l!f H I 玩ムー:;:.~扉扇面I
5. 支部役員

支部長中海博司(東北電力)

副支部長高橋幸雄(東北大学)，吉凶肇 (NTT東

北支社)

運営委員五十嵐豊(東北電気保安協会)，江川忠信

(東北システムズ・サポート)，荻野正浩(電脳総合サー

ビス)，木村正行(東北大学)，熊谷和夫(相馬共同火力発

電)，後藤義雄(河北新報社)，清水幸一(東北地方建設

局)，芝崎忠夫(日本 1 BM)，鈴木義也(東北大学)，小

園文典(NTT東北支社)，竹内 清(石巻専修大学)，田

中謙輔(新潟大学)，手島恒男(東北大学)，山本保(東

北電力)，瀬戸長彦(通研電気)，渡利千波(山形大学)，

岩田恒一(石巻専修大学)，御園生善尚(日本大学)，奈良

1990 年 9 月号

学)，金川健次(東北電力)，飯田 浩(日本 1 BM)，藤

野和建(長岡技術科学大学)， 作山裕樹 (NTT 東北支

社)，高橋長雄(東北電力)，石川明彦(岩手大学)，谷内

正文(東北学院大学)，稲葉輝雄(東北システムズ・サポ

ート)，青木茂(NTT東北料金センタ)，小林康幸(東

~l:コンピュータ・サーピス)

北海道支部

日時:平成 2 年 4 月 23 日(月)

場所:北海道大学百年記念会館大会議室

1. 平成元年度事業報告

(1) 研究会

① 日時:平成元年 5 月 30 日(火)

平成元年 6 月 27 日(火)

平成元年 9 月 26 日(火)

場所:北大百年記念会館

題目:新交通システム研究会

(2) 講演会

① 日時:平成元年 9 月 25 日(月)

場所:北大工学部電気工学科会議室

題目:電力系統における大規模離散計画問題

講師:広島大学工学部第 2 類

助教授奈良宏一

② 日時:平成元年 11 月 29 日(水)

場所:厚生年金会館

題目:日経環境セミナー

「エネルギーと環境問題J

北海道電力株式会社社長戸田一夫

f21世紀の地球環境」

日本学術会議 会長近藤次郎
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2. 平成元年度収支計算報告

(1) 貸借対照表

平成 2 年 2 月 28日現在 (円)

借方(貸方
科目|金額|科目|金額
現 金 36， 805 I 前期繰越金 288， 713

預貯金 975 ， 246 I 当期運営残高|ム76 ， 662

(積立金 |積立金 800， 000

800， 000含 )1 IU繰越積立金

1 200 ， 000含)

合計 [1，叫 051 [合計 [1 ， 012， 051

(2) 収支計算書

平成元年 3 月 1 日~平成 2 年 2 月 28 日

(円)

科 目円=算|決算[備考
(収入の部) I 
繰越金 1 288, 713 1 288, 713 

本部交付金 I 237, 600 I 237, 600 

参 加 費 I 45, 000 I 24, 000 I 総会参加費

預貯金収入 o I 3 ， 1581 預金利息

合 計(雪山3 [ 553, 4711 

(支出の部

会 議 費 60， 000 I 63, 680 1 支部総会費用

講演会費| ω， 000 I 6, 500 !講演会分担金

研究会費 80， 000 1 0 : 

通信費 20， 000 I 22, 560 I 切手

交通費 20， 000 I 41 , 170 

事 務 費 10， 000 I 7, 510 I 振込手数料
予備費 I 91 , 313 I 0 I 
積立金 200， 000 I 200, 00Oi 

合計[ 571 , 313 [ 341 , 420 I 
次期繰越金 212 ， 0ラ 1 I 
当期運営残高川662 [ 

3. 平成 2 年度事業計画

(1) 研究会

今年度 2-3 回実施する.

内容については別途検討する.

546 (50) 

(2) 講演会

今年度 2-3 回実施する.

演題・講演者については別途検討し決定する.

(3) 普及活動

適宜実施する.

(4) その他

平成 2 年度春季全国大会実施について.

4. 平成 2 年度収支予算

円

収 入 支 出

科 目 金額 科 目 金額

前期繰越金 212 , 051 会議費 60, 000 

本部交付金 237 , 600 講演会費 60, 000 

参加費 45 , 000 研究会費 60, 000 

通信費 20, 000 

交通費 30, 000 

事務費 10, 000 

予備費 54, 651 

活動積立金 200, 000 

A日. 計|山51 [ メ口込 計 494, 651 

5. 支部役員

支部長五十嵐日出夫(北海道大学)

運営委員 加地郁夫(北海道工業大学)，河口至商(北

海学園大学)，山村悦夫，長谷川 淳，関口恭毅，大内

東，木村俊一(北海道大学)，沼田 久，若林信夫，行方

常幸(小樽商科大学)，浅利英吉(北海道東海大学)，伊藤

正義，大堀隆文，石塚文嘉(北海道工業大学)，北川正彦

(札幌市建築局)，元谷靖宏(北海道ソフトエンジニアリ

ング)，山田 修(北海道電力)，川向史短(北星学園大

学)，谷口君雄(北海道自動車短期大学)，長津行高(共和

コンクリート工業)

幹事研究担当佐藤馨ー(北海道大学工学部)，千葉

博正(北海道自動車短期大学)，総務・会計担当 堂柿栄

輔(北海学園大学)，高野伸栄(北海道大学工学部)

監 事竹内俊正(日本ユニシス)
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